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子どもの読書活動支援員便り子どもの読書活動支援員便り

教｜育｜研｜究｜所｜便｜り｜

　吾川郡内には、仁淀川町に３校、

いの町に５校の中学校があります。

去る１月28日、いの町の１校を除く

７中学校の生徒会執行部44人が一

堂に会し、中央公民館で「吾川郡生

徒会交流会」が開催されました。

　「みんなが主役の生徒会　異年

齢集団による交流活動の充実に向

けて」というテーマで様々な研修を

しました。

　当日は自己紹介をした後、ブロックゲームをしま

した。別の部屋にある数十個の積み木で作られてい

るオブジェを、グループで話し合いながら協力し再

現するというゲームです。初めはお互い緊張してい

ましたが、徐々に会話が多くなり、協力しながらゲー

ムに取り組んでいました。

　その後、各学校の生徒会の取り

組みについて情報交換をしました。

資料やスケッチブックを用意し、わ

かりやすく説明している学校もあり

ました。

　午後からは、高知県教育委員会中

部教育事務所の長岡誠司指導主事に

よる、体を動かしながら仲間作りが

できるゲームなどを体験しました。

　生徒たちはこの交流会を通して、

郡内の生徒会の取り組みを知ることができたととも

に、仲間と協力することの大切さを再確認したよう

です。「この研修会で学んだことを自校の生徒会活

動に生かしたい」という意見が多数聞かれました。

各学校の生徒会が活発に活動することで、中学校を

よりよくしてもらいたいと思いました。

郡内７中学校の生徒会が一堂に

☆お知らせ
　４月23日～５月12日は子どもの読書週間です。

子どもたちの読書にご協力お願いします。

標語「友だち100冊つくるんだ」
＊図書のご利用案内＊

　お読みになりたい図書があればご相談くださ

い。無料で県内の図書館より取り寄せ、貸し出

しすることができます。

相談窓口：仁淀川町教育委員会　

　　　　 ☎３５－００１９

☆仁淀川町の中学生がすすめる一冊
　第９回目のおすすめの図書はこちらです。

１．『いつか天魔の黒ウサギ』（シリーズ７巻）

鏡貴也著　富士見書房刊

＊ライトノベル小説の１つ。略称は

「いつ天」。イラストは榎宮祐で、

2008年11月より刊行されてい

る。2011年１月には正式にテレビ

アニメ化が発表された。

・吾川中学校１年　片岡佳穏さん

おすすめの理由　戦いがはらはらドキドキ。絵が

かわいい。

２．『プレゼント』　　　　星野夏著　ポプラ社刊

＊50万人が涙した『あおぞら』から３年。亡き恋人へ

の想いを胸に、看護師への道を歩きは

じめた21歳・星川夏の待望の新刊！

・吾川中学校２年　川村菜華さん

おすすめの理由　この本を読んで、将

来に自信がもてました。いろんなこ

とに前向きになれるようになりました。
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　間合いをはかって投げた約6・５㍍の鳥毛

が宙を舞う。受けとめた鳥毛が背中で撓

う。満身の力でその鳥毛を立て直す。

　息の合った二人の鳥毛ひねりの、一挙手

一投足を凝視して詠まれた句です。

　この句の場合、「大鳥毛」という措辞は、

おおげさではありません。
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仁淀川町行事カレンダー（4月・5月）……… ………
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☆犬と猫の引き取り日は、午前１０時までに最寄りの庁舎に連れてきてください。

遅越・

大西・

「四季のまつり」写真コンテスト作品展　４月15日～17日

　第５回「四季のまつり」写真コンテストの入賞作品が３月末に決定しました。

　４月15日（金）から17日（日）まで、中央公民館で作品の展示が行われます。

　力作の数々をご覧にぜひご来場ください。
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仁淀川町行事カレンダー（4月・5月）……… ………
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☆犬と猫の引き取り日は、午前１０時までに最寄りの庁舎に連れてきてください。

遅越・

大西・

「四季のまつり」写真コンテスト作品展　４月15日～17日

　第５回「四季のまつり」写真コンテストの入賞作品が３月末に決定しました。

　４月15日（金）から17日（日）まで、中央公民館で作品の展示が行われます。

　力作の数々をご覧にぜひご来場ください。




